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人
間
に
と
っ
て

最
大
の
不
幸
は
、

不
治
の
病や

ま
い

に
罹
患

し
死
を
宣
告
さ
れ

る
こ
と
で
あ
る
。

誰
し
も
早
く
そ
の
病
を
治
す
薬

を
求
め
る
で
あ
ろ
う
。
新
薬
に

は
人
類
の
夢
が
託
さ
れ
、
科
学

技
術
の
粋す

い

が
集
約
さ
れ
て
い
る

▼
核
兵
器
を
有
す
る
か
ら
と
い

っ
て
先
進
国
で
は
な
い
。
新
薬

を
開
発
で
き
る
国
は
、
米
・
英

・
仏
・
独
・
日
・
ス
イ
ス
の
６

カ
国
し
か
な
い
（
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
、
デ
ン
マ
ー
ク
等
の
企
業
は

合
併
し
て
他
国
へ
本
社
移
転
し

た
）。
こ
れ
ぞ
本
当
の
先
進
国

で
あ
る
▼
日
本
が
６
カ
国
に
入

っ
て
い
る
か
ら
と
言
っ
て
も
決

し
て
自
慢
で
き
な
い
。
日
本
最

大
の
薬
品
会
社
Ｔ
社
は
、
内
部

留
保
金
が
２
兆
３
千
億
円
と
巨

額
で
あ
る
が
、
同
社
の
抗
生

剤
、
降
圧
剤
（
Ａ
Ｒ
Ｂ
）、
Ｄ

Ｐ
Ｐ―

４
阻
害
剤
、
Ｐ
Ｐ
Ｉ

等
、
そ
の
殆ほ

と
ん

ど
す
べ
て
が
二
番

煎
じ
か
外
国
か
ら
の
導
入
品
で

あ
る
。
に
も
関
わ
ら
ず
新
薬
と

し
て
政
治
的
に
高
い
薬
価
を
認

め
て
も
ら
い
、
自
社
開
発
の
ピ

カ
新
は
全
く
な
い
の
に
高
収
益

を
得
て
い
る
▼
国
は
巨
大
製
薬

会
社
に
高
薬
価
を
認
め
、
研
究

開
発
を
促
進
し
よ
う
と
し
て
い

る
が
、
企
業
は
努
力
を
怠
っ
て

米
国
等
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を

１
兆
円
近
い
巨
費
を
払
っ
て
買

収
し
て
い
る
。
日
本
人
の
働
い

て
得
た
お
金
や
血
税
が
外
国
と

く
に
米
国
へ
流
出
し
て
い
る
▼

医
療
費
を
上
げ
て
も
医
師
の
技

術
料
に
回
ら
ず
、
薬
代
が
増
え

て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
処
方
薬

は
他
の
工
業
製
品
と
異
な
り
、

消
費
者
（
患
者
）
が
選
べ
ず
、

医
師
が
選
び
保
険
を
通
し
て
処

方
す
る
と
い
う
特
殊
性
が
あ
る

が
、
国
民
も
異
常
な
高
薬
価
に

気
づ
い
て
ほ
し
い
。
一
部
の
製

薬
会
社
は
む
し
ろ
商
事
会
社
と

言
っ
た
方
が
良
い
。
全
く
先
進

国
と
し
て
恥
ず
か
し
い
。（
鼻
）

今　号　の　記　事

４面休業保障制度のご案内

２面新コーナー「安倍政権に一言」①

６面
第21回日常診より
「スイッチOTC」はセルフ
メディケーションを推進したのか？

研
面
究

　

日
ご
ろ
の
診
療
で
の
創
意
工
夫
や
疑
問
を
交
流
し
合
お
う

と
、
協
会
は
10
月
27
日
、
第
22
回
日
常
診
療
経
験
交
流
会
を

神
戸
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
。「
日
常
診
療
～

思
い
え
が
く
夢
～
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
医
師
・
歯
科
医
師
・

薬
剤
師
、
ス
タ
ッ
フ
ら
２
０
５
人
が
参
加
し
て
、
分
科
会

や
、
医
科
・
歯
科
・
薬
科
交
流
企
画
な
ど
を
通
じ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
医
院
等
で
の
取
り
組
み
や
研
究
成
果
を
交
流
し
た
。

　

分
科
会
で
は
、
禁
煙
外
来
症

例
や
独
居
療
養
者
へ
の
支
援
体

制
な
ど
日
常
診
療
に
お
け
る
取

り
組
み
や
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
結
果
報
告
、
福
島
原
発
事
故

避
難
者
の
健
診
相
談
活
動
、
ア

ジ
ア
の
歯
科
事
情
な
ど
19
演
題

が
発
表
さ
れ
た
。

　

各
医
院
の
特
色
あ
ふ
れ
る
多

様
な
演
題
報
告
に
、
診
療
科
や

職
種
を
越
え
、
活
発
な
議
論
が

交
わ
さ
れ
た
。

　

医
科
・
歯
科
・
薬
科
交
流
企

画
は
、「
多
剤
投
与
の
現
状
」

を
テ
ー
マ
に
、
兵
庫
医
科
大
学

内
科
学
総
合
診
療
科
の
森
本
剛

教
授
、
伊
丹
市
・
か
わ
む
ら
歯

科
の
川
村
雅
之
先
生
、
大
阪
大

学
大
学
院
歯
学
研
究
科
顎
口
腔

機
能
治
療
学
教
室
の
阪
井
丘
芳

教
授
（
ビ
デ
オ
講
演
）、
近
畿

大
学
薬
学
部
の
松
山
賢
治
教
授

が
、
医
科
・
歯
科
・
薬
科
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
報
告
し
た
。

　

ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
を
引
き
起
こ

す
な
ど
リ
ス
ク
の
存
在
を
前
提

に
薬
剤
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
、
患
者
へ
の
生
活

習
慣
の
改
善
の
は
た
ら
き
か
け

も
重
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
報

告
さ
れ
、
参
加
者
と
も
質
疑
を

交
わ
し
、
意
見
交
換
を
行
っ

た
。

　

ほ
か
に
も
「
救
急
フ
ェ
ス
タ

Ｃ
Ｐ
Ｒ
講
習
会
」
や
「
あ
な
た

と
私
の
展
示
会
」、
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
企
画
、
医
院
新
聞
展

示
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
、

県
下
の
特
産
品
抽
選
会
、
被
災

地
か
ら
の
手
作
り
物
品
販
売
な

ど
が
並
行
し
て
開
催
さ
れ
、
好

評
を
得
た
。

（
11
月
25
日
号
で
参
加
記
を
掲

載
予
定
）

兵庫県保険医協会

第84回評議員会

11月17日（日）12時30分～　協会会議室
共済制度委員会　14時20分～
　特別報告　「アベノミクスの功罪、生保業界の見方」
　報 告 者　三井生命取締役常務執行役員　藤岡昭裕氏

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1801まで

共
同
を
広
げ
取
り
組
む
、
な
ど

と
す
る
ア
ピ
ー
ル
を
確
認
し
、

集
会
後
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル

を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
東
京
駅

ま
で
パ
レ
ー
ド
し
、
沿
道
の
通

行
人
か
ら
注
目
を
集
め
た
。
ゲ

ス
ト
で
、
予
備
校
講
師
の
林
修

氏
や
コ
ン
ト
集
団
ザ
・
ニ
ュ
ー

ス
ペ
ー
パ
ー
が
会
場
を
盛
り
上

げ
た
。

　

集
会
終
了
後
、
実
行
委
員
会

と
し
て
、
厚
生
労
働
省
へ
の
要

請
行
動
が
行
わ
れ
た
。
池
内
理

事
長
が
参
加
し
、
住
江
憲
勇
保

団
連
会
長
、
宇
佐
美
宏
同
歯
科

代
表
と
と
も
に
、
70
歳
か
ら
の

患
者
負
担
１
割
継
続
と
診
療
報

酬
引
き
上
げ
を
求
め
る
会
員
署

名
な
ど
４
４
６
０
筆
（
兵
庫
分

３
９
３
筆
）
を
提
出
し
た
。

　

厚
労
省
側
は
、
赤
石
清
美
政

務
官
が
対
応
し
た
。
実
行
委
員

会
側
が
、
集
会
の
報
告
を
行

い
、
医
療
・
社
会
保
障
の
充
実

を
求
め
た
と
こ
ろ
、
自
身
も
検

査
技
師
で
あ
る
赤
石
政
務
官
は

「
で
き
る
だ
け
要
望
に
応
え
る

よ
う
に
、
が
ん
ば
っ
て
い
き
た

い
」
な
ど
と
応
じ
た
。

�

（
２
面
に
つ
づ
く
）

第
22
回
日
常
診
療
経
験
交
流
会

臨時（決算）総会・第36回共済制度委員会

各
分
野
か
ら
活
発
に
意
見
が
出
さ
れ
た
医
科
・
歯
科
・
薬
科
交
流
企
画

　

社
会
保
障
の
改
善
を
求
め
、

「
い
の
ち
ま
も
る
10
・
24
国
民

集
会
」
が
10
月
24
日
、
東
京
・

日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
開
催
さ

れ
、
冷
た
い
雨
に
も
負
け
ず
医

療
・
介
護
従
事
者
ら
３
千
人
が

集
ま
っ
た
。
保
団
連
な
ど
で
つ

く
る
実
行
委
員
会
の
主
催
。
兵

庫
協
会
か
ら
、
池
内
春
樹
理
事

長
、
八
木
秀
満
理
事
、
藤
森
隆

史
評
議
員
が
参
加
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
に
保
団
連
・
協

会
は
、
中
央
要
請
行
動
も
行

い
、
地
元
選
出
国
会
議
員
に
要

請
を
行
っ
た
（
詳
細
２
面
）。

　

国
民
集
会
は
、
宮
城
協
会
の

井
上
博
之
副
理
事
長
が
被
災
地

の
医
療
費
一
部
負
担
金
免
除
の

復
活
を
求
め
る
な
ど
、
各
分
野

か
ら
発
言
が
あ
り
、
参
加
者
は

「
い
の
ち
を
ま
も
る
」
一
点
で

２
０
０
人
超
え
る
参
加

「
多
剤
投
与
」テ
ー
マ
に

医 

歯 

薬

交
流
企
画

特別講演　15時30分～　神戸朝日ホール
テ ー マ　

「この国の政治と平和の
　　　危機をどうみるか」

講　　師　元自民党幹事長　野中広務氏（写真）

（上）雨のなかアピールする（右から）池
内理事長、藤森評議員、八木理事
（下）池内理事長（左端）、宇佐美保団連
歯科代表（左２人目）、住江保団連会長
（左３人目）らが赤石厚労大臣政務官（右
３人目）に会員署名を提出

会
員
署
名
を
厚
労
省
提
出

 

医
療
者
ら
３
千
人
が
声
上
げ
る

「
い
の
ち
ま
も
る
」社
会
保
障
を

国民集会

〈患者署名〉（右）
　患者さん、ご家族、スタッフに呼びかけて、11
月末までに協会事務所まで返送ください。

〈院長署名〉
　署名がまだの方にＦＡＸを再送しています。今
すぐ署名の上、ＦＡＸ078－393－1802へ返信お願
いします。

「70歳からの窓口負担
� １割のままに」

お問い合わせは、☎078－393－1807まで

署名ご協力ください
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◇
出
席　

26
人

◇
情
勢　

厚
労
省
は
、
医
療
費

窓
口
負
担
の
上
限
を
定
め
る

「
高
額
療
養
費
制
度
」
を
大
幅

に
「
見
直
す
」
方
針
。
年
収
約

３
７
０
万
円
～
２
１
０
万
円
の

層
の
負
担
を
月
々
５
万
７
６
０

０
円
と
現
状
よ
り
３
割
引
き
下

げ
る
が
、
７
７
０
万
円
以
上
の

層
の
負
担
を
引
き
上
げ
る
な
ど

と
し
て
い
る
。

◇
医
療
運
動
対
策　

①
「
10
・

24
い
の
ち
を
ま
も
る
国
民
集

会
」
へ
の
参
加
と
、
医
師
会
・

歯
科
医
師
会
賛
同
取
り
付
け
へ

の
協
力
、
②
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ

の
「
熱
風
」
７
月
号
の
会
員
送

付
に
つ
い
て
了
承
さ
れ
た
。

◇
医
療
活
動
報
告　

近
畿
厚
生

局
兵
庫
事
務
所
へ
の
指
導
・
監

査
関
係
文
書
の
開
示
請
求
を
行

っ
た
。
開
示
さ
れ
た
内
容
の
特

徴
と
し
て
、
①
２
０
１
３
年
度

か
ら
診
療
所
・
歯
科
で
指
定
更

新
の
集
団
指
導
が
実
施
さ
れ
る

こ
と
、
集
団
的
個
別
指
導
が
医

科
は
11
月
、
歯
科
は
10
月
に
実

施
予
定
で
あ
る
こ
と
、
②
11
年

度
実
施
状
況
と
し
て
、
個
別
指

導
後
の
措
置
は
、
診
療
所
16
の

う
ち
経
過
観
察
８
、
再
指
導

８
。
歯
科
26
の
う
ち
経
過
観
察

12
、
再
指
導
11
、
要
監
査
３

と
、
医
科
歯
科
と
も
半
数
以
上

が
問
題
あ
り
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
秋
の
組
織
強
化
月
間
と
共
済

普
及
対
策　

医
科
正
会
員
３
８

７
０
人
、
医
科
準
会
員
１
３
６

０
人
、
歯
科
１
９
２
０
人
、
全

体
で
７
１
５
０
人
会
員
の
目
標

を
設
定
し
た
と
報
告
さ
れ
た
。

◇
理
事
会
特
別
討
論　

「
全
身

の
健
康
に
不
可
欠
な
歯
科
～
医

科
歯
科
連
携
の
重
要
性
」
足
立

了
平
評
議
員
（
神
戸
常
盤
大
学

教
授
）
が
報
告
し
た
。

�

（
10
月
12
日
理
事
会
よ
り
）

10
・
24
国
会
行
動

（
１
面
か
ら
の
つ
づ
き
）

　

10
月
24
日
の
国
民
集
会
と
同

時
に
、
協
会
・
保
団
連
は
国
会

要
請
行
動
を
実
施
し
、
池
内
理

事
長
ら
が
地
元
国
会
議
員
へ
陳

情
を
行
っ
た
。

　

大
串
正
樹
衆
院
議
員
（
自

民
）、
松
本
剛
明
衆
院
議
員

（
民
主
）、
山
下
芳
生
参
院
議

員
（
共
産
）
の
３
氏
と
面
談

し
、
70
～
74
歳
の
患
者
窓
口
負

担
の
１
割
継
続
を
求
め
る
請
願

署
名
お
よ
び
保
険
で
よ
り
良
い

歯
科
医
療
を
求
め
る
請
願
署
名

の
紹
介
議
員
の
承
諾
や
、
診
療

報
酬
引
き
上
げ
な
ど
を
要
請
し

た
。

　

協
会
の
要
請
に
対
し
、
大
串

衆
院
議
員
は
、「
医
療
費
負
担

の
軽
減
を
し
た
い
の
は
や
ま
や

ま
だ
が
、
将
来
世
代
に
借
金
を

残
す
」「
本
当
の
弱
者
に
は
個

別
に
保
護
を
考
え
て
い
る
」
な

ど
と
述
べ
た
。

　

松
本
衆
院
議
員
は
、
70
歳
か

ら
の
負
担
増
に
つ
い
て
は
、
野

田
政
権
時
代
に
党
と
し
て
２
割

を
承
認
済
み
と
し
、
社
会
保
障

の
拡
充
は
必
要
だ
が
、
国
民
の

負
担
も
必
要
に
な
る
と
の
認
識

を
示
し
た
。

　

山
下
参
院
議
員
は
、
１
割
負

担
の
継
続
は
当
然
の
こ
と
で
あ

る
と
、
70
～
74
歳
の
窓
口
負
担

１
割
継
続
を
求
め

る
請
願
署
名
の
紹

介
議
員
を
快
諾
。

保
険
で
よ
り
良
い

歯
科
医
療
を
の
訴

え
に
も
、
歯
科
診

療
報
酬
を
拡
充
し

て
い
き
た
い
と
し

た
。

　

次
回
は
、
11
月

14
日
に
要
請
行
動

を
実
施
す
る
予

定
。

給
付
を
下
げ
る
政
策
を
進
め

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
で
賃
金
が
上
が
ら
な

い
ま
ま
物
価
高
と
な
れ
ば
、

消
費
税
・
給
付
引
き
下
げ
・

物
価
高
と
ト
リ
プ
ル
パ
ン
チ

で
す
。

　

ま
た
、
私
た
ち
医
療
機
関

は
、
備
品
な
ど
を
買
っ
た
ら

消
費
税
を
負
担
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
一
方
、
患
者
さ
ん

か
ら
消
費
税
は
い
た
だ
け

ず
、
そ
の
分
が
損
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
こ
の
負
担
が

ま
す
ま
す
増
え
る
こ
と
を
懸

念
し
て
い
ま
す
。

法
人
税
減
税
は

格
差
広
げ
る

　

―

一
方
、
法
人
税
に
つ
い

て
は
復
興
増
税
の
廃
止
を
打

ち
出
し
、
さ
ら
な
る
減
税
も

検
討
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

法
人
税
を
下
げ
、
賃
金
ア

ッ
プ
に
回
す
と
い
う
の
が
首

相
の
説
明
で
し
た
が
、
法
人

税
を
払
っ
て
い
る
の
は
黒
字

を
出
し
て
い
る
一
部
の
企
業

だ
け
で
す
。
も
と
も
と
法
人

税
を
払
っ
て
い
な
い
企
業
に

は
全
く
恩
恵
が
な
い
ま
ま
で

は
、
賃
金
も
上
が
ら
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
企
業
は
株
主
の
も

の
で
す
か
ら
、
法
人
税
減
税

は
株
主
減
税
を
意
味
し
ま

す
。
富
め
る
人
を
減
税
し

て
、
代
わ
り
に
貧
し
い
人
の

給
付
を
切
り
下
げ
、
法
律
で

格
差
を
拡
大
さ
せ
る
よ
う
な

方
向
に
動
い
て
い
る
の
は
お

か
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

―

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
や
原

発
再
稼
働
な
ど
も
、
国
民
の

不
安
を
無
視
し
た
方
向
に
、

突
き
進
ん
で
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　

違
和
感
が
あ
り
ま
す
ね
。

　

欧
米
に
比
べ
て
、
税
率
が

低
い
と
言
わ
れ
て
い
た
の
で

調
べ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す

が
、
各
国
で
は
、
食
料
品
や

生
活
必
需
品
が
課
税
の
対
象

に
な
っ
て
い
な
い
な
ど
、
貧

し
い
人
に
対
し
て
配
慮
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

し
か
も
、
政
府
は
消
費
税

を
社
会
保
障
に
使
う
と
言
っ

て
い
た
の
に
、
生
活
保
護
引

き
下
げ
な
ど
、
社
会
保
障
の

総
理
大
臣
に
は
、
一
部
の
企

業
や
富
裕
層
で
は
な
く
、
す

べ
て
の
国
民
が
幸
せ
に
な
る

政
策
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
は
ア
メ
リ
カ
を
よ
く

見
本
に
し
て
い
ま
す
が
、
法

人
税
減
税
や
混
合
診
療
な

ど
、
悪
い
部
分
で
は
な
く
、

良
い
と
こ
ろ
を
見
習
っ
て
ほ

し
い
で
す
。

　

例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
独
立

宣
言
の
も
と
と
な
っ
た
「
ヴ

ァ
ー
ジ
ニ
ア
権
利
章
典
」
第

一
条
は
、
幸
福
を
追
求
す
る

権
利
を
明
記
し
、
自
明
の
真

理
と
し
て
、
自
由
・
平
等
・

独
立
な
ど
基
本
的
人
権
の
重

要
性
を
訴
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ア
メ
リ
カ
の
哲
学
者
・

ロ
ー
ル
ズ
は
「
無
知
の
ベ
ー

ル
」
を
唱
え
、
社
会
は
最
も

恵
ま
れ
な
い
人
の
利
益
を
最

大
に
す
る
よ
う
に
、
格
差
を

　

日
本
の
消
費
税
は
、
貧
し

い
人
が
一
番
困
る
仕
組
み

で
、
税
率
引
き
上
げ
に
は
賛

成
で
き
ま
せ
ん
。

賛
成
で
き
な
い

消
費
税
増
税

　

―

安
倍
首
相
は
10
月
１

日
、
消
費
税
を
来
春
か
ら
８

％
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。

是
正
す
べ
き
と
言
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
考
え
を
取

り
入
れ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

　

国
民
一
人
ひ
と
り
が
豊
か

で
あ
る
こ
と
。
こ
の
こ
と
が

国
を
守
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。
他
国
が
見
習
い
た
い
と

思
え
る
国
に
な
る
べ
き
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
理
想

を
掲
げ
る
平
和
憲
法
も
重
要

で
す
。

　

協
会
は
、
思
っ
て
も
な
か

な
か
口
に
出
せ
な
い
意
見
を

い
つ
も
代
弁
し
て
く
れ
、
政

府
に
「
こ
れ
で
い
い
の
？
」

と
感
じ
た
と
き
の
ブ
レ
ー
キ

役
と
頼
り
に
し
て
い
ま
す
。

　

―

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
協
会
は
、
社
会
保
障
改

悪
、
消
費
税
増
税
に
反
対
の

声
を
上
げ
、
運
動
を
進
め
て

い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

 
（
聞
き
手
は
編
集
部
）

垂水区　佐々木徹先生

す
べ
て
の
国
民
が

幸
せ
に
な
る
国
に

　

消
費
税
増
税
、
社
会
保
障
改
悪
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加―

―

。
国
民

・
医
療
者
の
声
を
無
視
し
た
安
倍
政
権
の
政
策
に
対
す
る
会
員

の
声
を
紹
介
し
て
い
く
。（
不
定
期
掲
載
）

安倍政権に

―会員の声― ①

大
串
（
①
右
）・
松
本
（
②
左
）
各
衆
院
議
員
、
山
下
参
議
院
議
員
（
③
右
２
人
目
）
に

池
内
理
事
長
（
②
右
）、
八
木
理
事
（
①
中
央
）、
藤
森
評
議
員
（
①
左
）
が
要
請 　
　

患
者
署
名
の
紹
介
議
員
を
要
請

議
員
３
氏
と
面
談

～企業の内部留保をめぐって～

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1807 平田まで

　企業会計の専門家である小栗崇資教授に、社会保障を考える上で、日
本経済の現状とその再生に向けて、内部留保とは何か、その実態と活用
法、関連して法人税制の現状と問題点などについてお話いただきます。
ぜひご参加ください。

日　時　12月７日（土）17時～　　会　場　協会会議室
講　師　小栗　崇資先生（駒澤大学経済学部教授・経済学部長）

政策研究会

社会保障の財源論

　

協
会
は
９
月
28
日
、
理
事
会

特
別
討
論
「
医
療
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
」
を
協

会
会
議
室
で
開
催
し
た
。
講
師

は
西
山
裕
康
副
理
事
長
（
政
策

部
副
部
長
）
が
務
め
た
。

　

西
山
副
理
事
長
は
、
国
は
医

療
政
策
の
大
方
針
で
あ
る
「
成

長
産
業
で
あ
る
医
療
を
牽
引
産

業
に
す
る
こ
と
」
と
「
公
的
医

療
費
の
抑
制
」
を
同
時
に
進
め

る
た
め
に
、「
規
制
緩
和
」
と

「
市
場
拡
大
」「
管
理
医
療
の

強
化
」「
予
防
産
業
へ
の
外
注

化
」
を
行
お
う
と
し
て
い
る
と

説
明
。
そ
の
た
め
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）
の
最
大
活

用
を
め
ざ
し
て
い
る
と
、
政
府

の
「
健
康
・
医
療
戦
略
推
進
会

議
申
し
合
わ
せ
」
な
ど
を
引
用

し
て
解
説
し
た
。

　

ま
た
、
医
療
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
と

国
が
進
め
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
が
統
一
し
て
整
備
さ
れ
れ

ば
、
現
在
で
も
す
で
に
起
こ
っ

て
い
る
医
療
現
場
か
ら
の
セ
ン

シ
テ
ィ
ブ
情
報
の
流
出
が
さ
ら

に
増
え
、
情
報
が
流
出
し
た
際

の
被
害
が
さ
ら
に
拡
大
す
る
だ

ろ
う
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　

最
後
に
「
医
療
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
Ｉ

Ｔ
業
界
の
利
益
拡
大
の
片

棒
を
担
ぐ
行
政
と
Ｉ
Ｔ
好

き
の
医
療
関
係
者
が
、
大

し
た
こ
と
の
な
い
利
便
性

と
コ
ス
ト
削
減
に
名
を
借

り
て
、
医
療
・
健
康
分
野

の
市
場
づ
く
り
を
狙
っ
て

お
り
、
患
者
さ
ん
の
情
報

を
自
己
責
任
の
名
の
も
と

に
危
険
に
晒
す
こ
と
に
な

る
」「
推
進
し
て
い
る
側

の
個
人
が
、
患
者
と
し
て

情
報
提
供
す
る
か
が
信
頼

性
の
リ
ト
マ
ス
試
験
紙
に

な
る
の
で
は
」
と
ま
と
め

た
。

医療の市場拡大にICT活用がもくろまれていると解説

患者情報を危険に
さらす医療のICT化

理事会特別討論

①

②

③
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感 想 文

本音トークも交え
有意義なひととき

　

環
境
公
害
対
策
部
・
文
化
部

は
９
月
29
日
に
環
境
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
・
自
然
観
察
会
「
武
庫
川

上
流
の
生
き
物
に
ふ
れ
る
」
を

開
催
。
Ｊ
Ｒ
藍
本
駅
か
ら
草
野

駅
ま
で
を
、
会
員
ら
24
人
が
歩

い
た
。
案
内
役
の
法
西
先
生
の

感
想
文
を
紹
介
す
る
。

　

今
回
は
子
ど
も
が
多
く
、
０

歳
児
と
お
母
さ
ん
（
今
ま
で
は

な
か
っ
た
）
も
。
と
て
も
嬉
し

い
。

　

駅
前
の
栗
の
実
は
た
わ
わ
。

下
草
か
ら
は
エ
ン
マ
コ
オ
ロ
ギ

数
個
体
が
飛
び
出
し
、
さ
っ
そ

く
ゲ
ッ
ト
。
エ
ン
マ
コ
オ
ロ
ギ

と
コ
オ
ロ
ギ
科
の
解
説
。
子
ど

も
た
ち
は
夢
中
で
生
き
物
を
追

っ
て
な
か
な
か
進
ま
ず
、
日
出

坂
の
洗
い
ぜ
き
と
ワ
ン
ド
に
着

い
た
の
は
12
時
前
。

　

こ
の
上
流
地
帯
は
過
去
数
年

ご
と
に
洪
水
に
あ
っ
た
。
２
０

０
５
年
７
月
に
完
了
し
た
自
然

工
法
を
採
り
入
れ
た
洗
い
ぜ
き

と
ワ
ン
ド
に
つ
い
て
、
カ
ラ
ー

の
レ
ジ
ュ
メ
を
使
っ
て
解
説
し

た
。
川
幅
が
広
く
な
り
、
か
な

り
直
線
に
な
っ
た
こ
と
。
洗
い

ぜ
き
の
石
組
み
に
よ
っ
て
で
き

た
大
き
な
遊
水
池
は
、
毎
年

夏
、
カ
ヌ
ー
教
室
が
開
か
れ
、

武
庫
川
の
稀
少
種
の
生
息
の
場

で
あ
る
こ
と
。
水
制
工
の
木
組

み
の
柵
の
下
は
魚
類
の
産
卵

場
、
仔
魚
の
隠
れ
家
で
あ
る
こ

と
、
な
ど
の
話
で
あ
る
。

「
日
出
坂
洗
い
ぜ
き
」
の

蹟せ
き

の
前
で
集
合
写
真

（
上
）。
昼
食
。

　

神
戸
女
学
院
大
学
で
メ

ダ
カ
の
遺
伝
子
分
析
を
さ

れ
て
い
る
横
田
弘
文
先
生

と
、
学
生
さ
ん
２
人
、
メ

ダ
カ
に
関
心
の
あ
る
方
１

人
が
参
加
さ
れ
て
い
た
。

水
田
の
畦あ

ぜ

の
溝
で
、
女
学

院
の
方
々
が
数
尾
の
メ
ダ

カ
の
尾
び
れ
を
切
断
し
、

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
の
遺
伝

子
分
析
を
す
る
と
の
こ

と
。
成
功
を
お
祈
り
す

る
。

　

昼
食
後
は
、
朝
採
集
し
、
大

き
な
虫
か
ご
に
入
れ
て
い
た
生

き
物
の
解
説
。
初
秋
か
ら
晩
秋

に
か
け
て
大
発
生
す
る
バ
ッ
タ

目
の
バ
ッ
タ
科
と
キ
リ
ギ
リ
ス

科
・
コ
オ
ロ
ギ
科
の
形
態
と
生

態
に
つ
い
て
か
な
り
詳
し
く
解

説
し
た
。

　

そ
の
他
の
話
。
ト
ン
ボ
目
ア

カ
ネ
属
（
い
わ
ゆ
る
ア
カ
ト
ン

ボ
）
は
夏
に
発
生
し
、
山
地
に

移
動
し
、
秋
は
成
熟
し
赤
く
な

っ
て
里
に
下
り
て
く
る
。
こ
こ

は
オ
ギ
の
大
群
落
が
有
名
。
も

う
少
し
経
つ
と
美
し
い
穂
が
な

び
く
。

　

一
気
に
Ｊ
Ｒ
草
野
駅
に
向
か

う
。
四
方
を
山
に
囲
ま
れ
た
三

田
盆
地
。
武
庫
川
の
上
流
部
、

蛇
行
し
て
ゆ
る
や
か
に
流
れ

る
。
途
中
国
境
の
石
碑
を
通

る
。
来
た
道
は
山
陽
道
摂
津
、

三
田
市
。
向
か
う
草
野
は
山
陰

道
丹
波
の
国
、
篠
山
市
。

　

自
然
観
察
会
、
秋
の
散
策
は

い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

�

【
西
宮
市　

法
西　

浩
】

　

淡
路
支
部
は
９
月
21
日
に
南

あ
わ
じ
市
内
で
、
協
会
税
務
講

師
団
の
坂
本
麻
生
税
理
士
を
講

師
に
、
会
員
懇
談
会
「
一
人
医

療
法
人
の
留
意
点
～
税
務
を
中

心
に
」
を
開
催
。
７
人
が
参
加

し
た
。
参
加
者
の
感
想
文
を
紹

介
す
る
。

　

多
く
の
医
療
機
関
で
顧
問
税

理
士
を
さ
れ
て
い
る
坂
本
麻
生

税
理
士
か
ら
、「
一
人
医
療
法

人
の
留
意
点
」
と
い
う
こ
と
で

講
演
を
受
け
ま
し
た
。

　

営
利
法
人
と
医
療
法
人
社
団

と
の
違
い
、
役
員
報
酬
の
取
り

扱
い
、
役
員
報
酬
の
定
め
方
、

法
人
税
の
税
率
構
造
、
役
員
退

職
給
与
の
決
め
方
な
ど
に
つ
い

て
、
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
役
員
の
定
期
同
額

給
与
、
事
前
確
定
届
出
給
与
に

つ
い
て
。

　

法
人
に
利
益
の
蓄
積
を
図
る

場
合
、
図
ら
な
い
場
合
の
そ
れ

ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ

ト
。
そ
の
解
散
時
と
相
続
時
の

評
価
内
容
。

　

個
人
給
与
の
所
得
税
の
計
算

方
法
、
税
率
に
応
じ
た
給
与
計

算
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
。
例

え
ば
累
進
課
税
か
ら
所
得
税
率

23
％
以
内
に
す
る
時
の
月
額
給

与
を
い
く
ら
に
す
る
か
。

　

法
人
の
非
常
勤
理
事
に
対
す

る
認
め
ら
れ
る
給
与
の
額
。

　

退
職
金
に
対
す
る
税
額
の
計

算
方
法
、
損
金
算
入
で
き
る
役

員
退
職
金
額
の
計
算
方
法
の
較

正
倍
率
値
。
役
員
退
職
金
等
に

あ
て
る
解
約
返
戻
金
と
し
て
使

う
生
命
保
険
に
つ
い
て
等
。

　

以
上
、
普
段
顧
問
税
理
士
さ

ん
か
ら
聞
け
な
い
こ
と
ま
で
講

演
し
て
い
た
だ
き
、
会
員
か
ら

の
活
発
な
現
実
的
な
質
問
に
も

わ
か
り
や
す
く
答
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
懇
談
会
で

は
会
員
の
本
音
の
こ
も
っ
た
経

験
談
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
楽

し
く
有
意
義
な
ひ
と
時
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

�

【
洲
本
市　

三
木　

隆
彦
】

　

北
阪
神
支
部
は
10
月
6
日
、

第
28
回
支
部
総
会
を
伊
丹
シ
テ

ィ
ホ
テ
ル
で
開
催
し
、
新
幹
事

を
選
出
。
福
岡
市
・
み
ら
い
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
今
井
一
彰
先
生
が

「
口
を
閉
じ
れ
ば
病
気
に
な
ら

な
い
～
あ
い
う
べ
体
操
で
若
が

え
る
～
」
を
テ
ー
マ
に
記
念
講

演
を
行
い
、
会
員
・
市
民
ら
１

４
３
人
が
参
加
し
た
。
参
加
者

の
感
想
文
を
紹
介
す
る
。

　

病
人
が
増
え
れ
ば
医
師
を
増

や
す
と
い
う
だ
け
の
発
想
で
は

医
療
崩
壊
を
招
き
保
険
料
の
負

担
増
に
つ
な
が
る
。
医
療
費
増

加
の
半
分
は
薬
剤
費
で
、
医
師

の
技
術
料
に
つ
な
が
ら
な
い
。

病
人
を
減
ら
す
こ
と
で
、「
み

ん
な
が
楽
な
医
療
」
に
な
る
の

だ
と
「
み
ら
い
」
に
つ
い
て
説

明
さ
れ
た
。

　

そ
の
た
め
に
は
「
上
流
医

療
」
が
大
切
だ
と
、
山
を
綺
麗

に
し
、
川
を
、
海
を
綺
麗
に
す

る
こ
と
で
美
味
し
い
牡
蠣
を
育

て
た
気
仙
沼
の
例
を
引
い
て
、

鼻
か
ら
正
し
く
呼
吸
す
る
こ
と

で
体
を
正
常
で
綺
麗
に
す
る
息

育
の
必
要
性
を
強
調
。
正
し
い

鼻
呼
吸
の
た
め
の
「
あ
い
う
べ

体
操
」
が
効
果
的
だ
と
、
学
級

閉
鎖
を
出
さ
な
か
っ
た
福
岡
県

の
小
学
校
の
新
聞
記
事
を
紹
介

さ
れ
た
。

　

「
ク
ス
リ
を
使
わ
な
い
医

者
」
を
自
負
す
る
今
井
先
生
は

「
あ
い
う
べ
体
操
」、
ソ
ン
バ

ー
ユ
点
鼻
、
口
テ
ー
プ
、
足
指

を
の
ば
す
「
ひ
ろ
の
ば
体

操
」、
み
ら
い
ソ
ッ
ク
ス
な
ど

の
ア
イ
テ
ム
を
紹
介
さ
れ
、
尋

常
性
乾
癬
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚

炎
、
色
素
性
紫
斑
、
抑
う
つ
状

態
、
潰
瘍
性
大
腸
炎
、
関
節
リ

ウ
マ
チ
、
花
粉
症
、
喘
息
、
外

反
母
趾
、
Ｏ
脚
、
前
屈
、
歩
行

障
害
、
膝
関
節
痛
な
ど
が
改
善

し
た
症
例
が
写
真
で
示
さ
れ

た
。

　

全
例
が
ほ
と
ん
ど
薬
を
使
わ

な
か
っ
た
り
、
減
薬
し
な
が
ら

で
あ
る
こ
と
は
注
目
に
値
す

る
。

　

そ
の
後
、「
あ
い
う
べ
体

操
」
の
実
演
で
講
演
を
終
え
、

質
疑
に
入
っ
た
。
１
５
０
人
近

く
の
聴
衆
だ
っ
た
た
め
、
会
員

か
ら
も
、
一
般
参
加
者
か
ら
も

質
問
が
相
次
ぎ
、
予
定
時
間
を

オ
ー
バ
ー
し
た
。
中
に
は
「
ひ

ろ
の
ば
体
操
」
で
大
学
病
院
で

も
治
ら
な
か
っ
た
腰
痛
が
改
善

し
た
報
告
も
あ
っ
た
。

　

【
伊
丹
市
・
歯
科

�

　

川
村　

雅
之
】

　

②
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
医
療

と
倫
理
に
つ
い
て
、
パ
ネ
リ
ス

ト
と
し
て
マ
ス
コ
ミ
、
学
者
、

研
究
者
、
医
師
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
医
療
再
生
に
つ
い
て
の

熱
い
提
言
が
な
さ
れ
た
。

　

③
基
調
講
演
は
「
地
域
医
療

に
お
け
る
開
業
医
の
役
割
」
を

テ
ー
マ
と
し
、
森
壽
生
実
行
委

員
長
・
神
奈
川
協
会
理
事
長
が

開
業
医
と
研
究
活
動
に
つ
い
て

総
括
を
さ
れ
た
。

　

④
共
同
研
究
発
表
は
、
医
科

「
全
国
６
５
０
０
人
の
高
血
圧

治
療
状
況
の
結
果
報
告
に
つ
い

て
」、
そ
れ
に
歯
科
の
「
抜
歯

時
の
歯
科
医
師
ス
ト
レ
ス
調
査

―

血
圧
変
動
に
着
目
し
て

―

」。
前
日
１
２
７m

m
Hg

→

１
３
７m

m
Hg

と
、
抜
歯
後
明

ら
か
に
上
昇
が
見
ら
れ
る
こ
と

を
実
証
さ
れ
て
い
る
の
に
は
大

変
興
味
が
あ
っ
た
。

　

⑤
学
術
講
演
は
、
共
同
研
究

に
関
連
し
て
「
高
血
圧
治
療
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
２
０
１
４
と
大
規

模
調
査
の
意
義
」
に
つ
い
て
。

　

⑥
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー

は
ま
ぐ
ろ
の
解
体
シ
ョ
ー
や
ジ

ャ
ズ
演
奏
、
中
華
料
理
を
中
心

と
し
た
す
ば
ら
し
い
ご
ち
そ
う

で
、
お
酒
も
入
り
大

変
な
盛
り
上
が
り
よ

う
で
あ
っ
た
。

　

２
日
目
は
、
①
分

科
会
「
歯
科
診
療
の

研
究
と
工
夫
」
に
参

加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
興

味
深
く
聞
い
た
。

　

３
・
11
で
水
没
し

た
宮
城
の
歯
科
診
療

所
で
は
、
再
開
ま
で

は
大
変
だ
っ
た
が
、

一
時
患
者
が
押
し
寄

せ
た
。
し
か
し
窓
口

負
担
免
除
措
置
が
な

く
さ
れ
た
今
で
は
、

補
綴
処
置
に
伴
う
窓

口
で
の
支
払
い
が
負

担
と
な
り
、
被
災
地
の
受
診
に

大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
の
報

告
が
あ
っ
た
。

　

②
歯
科
の
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ

ナ
ー
は
大
阪
歯
科
大
学
歯
科
医

学
教
育
開
発
室
教
授
の
王
宝
禮

氏
に
よ
る
歯
周
病
へ
の
漢
方
薬

の
使
い
方
の
講
演
で
あ
っ
た
。

　

③
最
後
は
在
宅
医
療
セ
ミ
ナ

ー「
か
か
り
つ
け
医
が
取
り
組

め
る
在
宅
医
療
」
を
市
民
公
開

と
し
て
開
催
。
多
く
の
職
種
連

携
で
在
宅
医
療
を
可
能
な
も
の

と
し
よ
う
と
い
う
、
横
浜
市
で

は
看
取
り
ま
で
チ
ー
ム
を
作
っ

て
さ
れ
て
い
る
報
告
も
あ
っ

た
。

　

い
ろ
い
ろ
と
勉
強
さ
せ
ら
れ

た
２
日
間
で
あ
っ
た
。

　

次
回
は
来
年
９
月
に
札
幌
だ

と
か
。
ま
た
お
い
し
い
も
の
が

食
べ
ら
れ
る
か
楽
し
み
で
あ

る
。

【
三
田
市
・
歯
科

 

　

福
田　

俊
明
】

淡路支部　会員懇談会

感
想
文

生
き
物
に
ふ
れ
る

秋
の
散
策

環
境
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
自
然
観
察
会

日
出
坂
洗
い
ぜ
き
で
記
念
撮
影

坂
本
税
理
士
が
医
院
の
税
務
を
解
説

北
阪
神
支
部　

第
28
回
支
部
総
会

「
上
流
医
療
」

　

 　

の
大
切
さ

あ
い
う
べ
体
操
を
み
ん
な
で
実
践

感 想 文

地
域
医
療
の
こ
れ
か
ら
と

開
業
医
の
役
割
学
ん
だ

保
団
連　

医
療
研
究
集
会

　

保
団
連
は
10
月
12
～
13
日
に

第
28
回
医
療
研
究
集
会
を
「
地

域
医
療
に
お
け
る
こ
れ
か
ら
の

市
民
と
医
療
者
の
連
携
」
を
メ

イ
ン
テ
ー
マ
に
横
浜
ベ
イ
シ
ェ

ラ
ト
ン
ホ
テ
ル
＆
タ
ワ
ー
ズ
で

開
催
し
、
全
国
か
ら
１
６
０
７

人
が
参
加
し
た
。
兵
庫
か
ら
は

３
人
が
演
題
発
表
を
行
い
、
４

人
が
参
加
し
た
。
参
加
者
の
感

想
文
を
掲
載
す
る
。

　　

１
日
目
、
①
記
念
講
演
で
は

倍
賞
千
恵
子
さ
ん
の
「
下
町
の

太
陽
」
の
熱
唱
と
「
男
は
つ
ら

い
よ
」
の
台
本
の
語
り
に
魅
了

さ
れ
た
。

全
国
か
ら
の
参
加
者
が
診
療
の
研
究
を
交
流

〈放送テーマ〉
11月７日　歯科技工士の窮状
　　14日　�東日本大震災での歯科医

療支援
　　21日　�「保険でより良い歯科」

をめざすための取り組み
　　28日　社会保障と消費税�

「医療知ろう！」

� 放送中!!

AM558kHz／1395kHz（但馬放送局）

� 毎週木曜19時40分～20時頃

　医療費負担について考えると、抽選
でグルメ景品が当たるクイズ。医院で
チラシを配布・回収していただきま
す。ご注文は、☎078－393－1807まで

ラジオ関西番組出演クイズチラシ
� グッズ

感 想 文
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支　　部　　の　　催　　物　　案　　内

日　時　11月９日（土）15時30分～
会　場　�じばさん但馬３階第３交流セ

ンター
テーマ　医事紛争を避けるために
講　師　鵜飼万貴子弁護士

■但馬支部■医院経営研究会
日　時　11月16日（土）
　　　　14時30分～16時30分
会　場　西宮市立勤労会館大ホール
テーマ　�ぼくらは何を勉強したら生き

残れるのか？
講　師　詩人　アーサー・ビナード氏

■西宮・芦屋支部■市民公開講演会

エ
リ
ジ
ウ
ム

�

　

洋
子　

こ
の
映
画
は
格
差

社
会
を
問
題
に
し
て
い
る
の

ね
。

　

春
樹　

近
未
来
の
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
、
環
境
破
壊
と
人
口

増
で
ス
ラ
ム
化
し
て
い
る
ん

だ
。

　

洋　

喋
っ
て
い
る
の
は
、

ス
ペ
イ
ン
語
み
た
い
ね
。

　

春　

孤
児
院
で
、
幼
い
マ

ッ
ク
ス
と
フ
レ
イ
は
シ
ス
タ

ー
に
育
て
ら
れ
る
ん
だ
。

　

洋　

マ
ッ
ク
ス
は
フ
レ
イ

に
４
０
０
㎞
上
空
の
巨
大
人

工
衛
星
エ
リ
ジ
ウ
ム
を
指
さ

し
な
が
ら
「
い
つ
か
必
ず
連

ラ
ダ
イ
ス
島
、
そ
こ
に
は
ど

ん
な
病
気
も
治
す
医
療
ポ
ッ

ド
も
あ
る
ん
だ
。

　

洋　

ロ
ス
を
牛
耳
る
ス
パ

イ
ダ
ー
に
頼
ん
で
、
エ
リ
ジ

ウ
ム
市
民
の
偽
造
Ｉ
Ｄ
と
輸

送
船
を
用
意
し
て
、
不
法
移

民
を
し
よ
う
と
す
る
人
々
が

後
を
絶
た
な
い
の
ね
。

　

春　

そ
れ
も
何
と
か
医
療

ポ
ッ
ド
に
治
療
し
て
ほ
し
い

か
ら
な
ん
だ
。

　

洋　

不
審
な
輸
送
船
を
容

赦
な
く
撃
ち
落
と
す
の
が
防

衛
長
官
の
デ
ラ
コ
ー
ト
ね
。

　

春　

工
場
で
作
業
中
に
致

死
量
の
放
射
線
を
浴
び
た
マ

ッ
ク
ス
は
、
な
ん
と
し
て
も

エ
リ
ジ
ウ
ム
へ
行
こ
う
と
す

る
ん
だ
。

　

洋　

ス
パ
イ
ダ
ー
に
頼
ん

で
エ
リ
ジ
ウ
ム
に
行
け
る
見

返
り
に
、
富
裕
層
の
脳
内
デ

ー
タ
ー
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
た
め
、
サ
イ
ボ
ー
グ
に
な

る
の
よ
。

　

春　

エ
リ
ジ
ウ
ム
製
造
会

社
の
社
長
の
脳
を
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
た
マ
ッ
ク
ス
は
、
デ

ラ
コ
ー
ト
の
エ
リ
ジ
ウ
ム
の

っ
と
り
の
陰
謀
に
巻
き
込
ま

れ
る
ん
だ
。

　

洋　

傷
つ
い
た
マ
ッ
ク
ス

を
看
護
師
に
な
っ
て
い
た
フ

レ
イ
が
助
け
る
の
ね
。

　

春　

フ
レ
イ
の
白
血
病
の

娘
か
ら
、
ミ
ー
ヤ
キ
ャ
ッ
ト

を
乗
せ
た
カ
バ
の
童
話
を
聞

い
た
マ
ッ
ク
ス
の
行
動
は

―

。

　

洋　

環
境
汚
染
、
人
口

増
、
格
差
社
会
、
万
能
医
療

ポ
ッ
ド
、
不
老
不
死
、
次
な

る
人
類
の
行
動
は
…
続
編
が

み
た
い
わ
ね
。

【
姫
路
市　

小
野
寺
医
院
】

主人公マックスは人類を守るた
めに危険な任務を受け入れる　

坂
尾
福
光
／R

obert C
onroy　

著

『
英
語
で
診
療

 

内
科
系
・
外
科
系
』

金芳堂　定価各3000円＋税

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
で
の

M
edical�English

（
英
語
で
診

療
）
セ
ミ
ナ
ー
の
９
年
分
の
資

料
を
も
と
に
、
内
容
も
科
目
も

２
０
０
７
年
に
出
版
し
ま
し
た

『
英
語
で
診
療
』
よ
り
さ
ら
に

豊
富
に
な
り
、
今
回
は
〈
内
科

系
〉
と
〈
外
科
系
〉
の
２
冊
に

な
り
ま
す
。〈
内
科
系
〉
と

〈
外
科
系
〉
と
も
に
25
の
ス
キ

ッ
ト
と
役
立
つ
フ

レ
ー
ズ
で
再
現
し

た
実
践
医
療
英
会

話
テ
キ
ス
ト
で

す
。
ミ
ニ
ド
ラ
マ

や
挿
絵
の
ユ
ー
モ

ア
で
し
ば
し
の
息

抜
き
も
し
て
い
た

だ
け
る
と
思
い
ま
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英
語
圏
の
患
者

が
日
本
の
病
院
・

診
療
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外
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を

受
診
す
る
場
面
を
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し
て
い
ま

す
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果
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を
場
面

に
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師
・
メ
デ
ィ
カ
ル
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タ

ッ
フ
と
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
患
者
の

や
り
と
り
が
実
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的
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再
現
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れ
て
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ま
す
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医
師
お
よ
び
医
療
関
係
者
が

通
常
使
う
医
療
専
門
用
語
で
は

な
く
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
で
あ
る
患

者
が
理
解
で
き
る
一
般
用
語
が

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
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お
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分
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を
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ブ
に
よ
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で
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が
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。
日
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に
よ
る
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も
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い
て
い
ま

す
の
で
、
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り
返
し
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流
し

て
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、
ま
た
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プ
レ
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グ
の
練
習
に
も
役
に

立
て
る
こ
と
も
で
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す
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　今年度の医科対象の集団的個別指導は11月
に実施予定で、すでに姫路会場（11月７日開
催）分の対象医療機関には実施通知が送付さ
れている。
　集団的個別指導は、診療科別平均点数（７
月５日号既報）の1.2倍（病院1.1倍）以上の
医療機関のうち、診療科別に前年度・前々年
度に集団的個別指導または個別指導を受けた
医療機関を除き、医療機関数の上位８％に該
当した場合に対象となる。今年度は24病院、
274診療所が選定される予定とされ、内容は
現在のところ講義形式による指導となってい
る。歯科は10月に実施済み。
　保険医協会では、従来から診療内容に関わ

今年度の（医科）「集団的個別指導」は11月に実施

「個別指導」の実施通知が届いたら協会に相談を

薬科部研究会

分子標的製剤の薬理と適正使用
日　時　12月７日（土）16時～18時
会　場　協会会議室　　参加費　1000円（会員は無料）
講　師　近畿大学薬学部教授　松山賢治　先生

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1803まで

歯科助手講座実技編　歯科スタッフ教育研修会

口腔清掃の基礎知識＆
� ブラッシング指導体験実習

日　時　12月８日（日）14時～16時30分　　会　場　協会会議室
参加費　3000円　　定　員　60人
内　容　講義「口腔清掃の基礎知識」　歯科衛生士　谷川あかねさん
　　　　実習「ブラッシング指導体験」（歯科助手・受付スタッフ等対象）

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809　本田まで

文化部企画

ファミリーパーティー

日　時　12月８日（日）10時～14時
会　場　神戸市生涯学習支援センター
　　　　（コミスタ神戸／三宮駅から徒歩15分）
指　導　三田市・福田歯科医院　福田　俊明先生
　　　　（全麺協四段位、地方認定審査員）
参加費　大人1500円、子ども500円　　定　員　30人
　※持ち物はエプロン、タオル等
　　参加者には改めて詳細をご案内します。

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1817　吉永まで

日　時　11月９日（土）18時～20時
会　場　西宮神社会館２階福・寿の間
テーマ　痛みと漢方～六つの兵法～
講　師　�井上ペインクリニック院長　

井上隆弥先生

■西宮・芦屋支部■漢方研究会
日　時　11月16日（土）18時～
会　場　三田市総合福祉保健センター
テーマ　�これだけは押さえたい、院内

感染対策の基本
講　師　�済生会兵庫県病院感染対策認

定看護師　小川麻由美氏

■北摂・丹波支部■院内感染対策研修会

前進座・初春特別公演

お申し込みは、文化部　☎078－393－1817　吉永まで

長谷川伸／作　平田兼三／演出

福森久助　河竹黙阿弥／作　鈴木龍男／演出

「松
しょうちくばいゆしまのかけがく

竹梅湯島掛額」
吉祥院お土砂の場
本郷火の見櫓の場―櫓のお七

駒
形
茂
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衛
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く
」
と
誓

う
の
ね
。
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らず高点数のみを選定理由とした集団的個別
指導については廃止し、保険診療に必要な事
項の周知は全医療機関を対象とした集団指導
として実施することを求めている。
　なお、協会が厚生局に開示請求した今年度
の「指導等月別実施予定表」では、新規指定
医療機関以外の「個別指導」は、病院６、診
療所10、歯科16となっている。
　例年と比して診療所の個別指導の実施予定
件数が少なくなっているが、最近は個別指導
から監査に至るケースも増えており、指導の
実施通知が届いたら協会にぜひ相談いただき
たい。

「一
いっぽんがたなどひょういり

本刀土俵入」

三田産・新そば

そば打ち体験

�〈文化部斡旋企画〉

日　程　�2014年１月５日（日）、11日（土）、12日（日）、13日（祝月）◆昼の部11時～のみ
会　場　京都四條　南座
　　　　特別観劇料　１等席12,500円を8,000円に
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－保険診療のてびき・675－

第21回
日常診療
経験交流会
演題より

尼崎市　　滝本　桂子（リベルファーマシー・薬剤師）

「スイッチOTC」はセルフメディ
ケーションを推進したのか？　

はじめに
　第21回日常診療経験交流会（2012年）
で、スイッチOTCについて発表した。そ
の後、2013年１月に、医薬品のインター
ネット販売訴訟に関して、最高裁はこれ
を認める判決を下した。これは、第１類
や第２類医薬品についてもインターネッ
トでの販売を可能とするもので、医薬品
の安全性よりも、利便性を重視したもの
と言わざるを得ない。
　これらの点を踏まえて、2012年の発表
に加筆して述べることにする。

１．スイッチOTCとは？
　医師の処方箋によらなければ使用でき
なかった「処方箋医薬品」「医療用医薬
品」の中から、使用実績があり副作用の
心配が少ないなどの要件を満たした医薬
品を、薬局等で処方箋なしに購入できる
ように、「一般用医薬品」として認可し
たもの。キーワードは、「セルフメディ
ケーション」「生活習慣病の予防」「医療
費の削減」である。
　2009年６月１日施行の新薬事法によ
り、スイッチOTC＝第１類医薬品とし
て、薬剤師が販売しなければならないと
された（図１）。
　薬事法上の規定による第１類医薬品と
は、①その副作用等により日常生活に支
障を来たす程度の健康被害を生む恐れが
ある医薬品であって、その使用に関し特
に注意が必要なものとして厚生労働大臣
が指定するもの、②一般用医薬品として
承認を受けてから厚生労働省令で定める
時間を経過しないもの、とされている。

２．スイッチOTC化の新スキーム
　2008年から始まった、新しくスイッチ
OTCを決定するシステムは、次の通り。�
　①考えられる成分の選定を委託。
　②選定成分について日本医学会に意見
を求める。
　③関連する医療学会が意見を提出。
　④薬事・食品衛生審議会の一般用医薬
品部会で、スイッチOTC薬とすることの
可否を検討し適当と考えられるものを、
厚生労働省が日本薬学会に適当と成分を
了承する。

３�．スイッチOTCは、薬剤師の
専売医薬品か？

　スイッチOTCは第１類医薬品に分類さ
れ、薬剤師が対面で説明しなければなら
ないが、一定期間の経過をもって第２類
医薬品に変更となるものがほとんどであ
る。
　参考までに、スイッチOTC化スキーム
以前にスイッチされた医薬品のうち、テ
プレノン、ブチルスコポラミン、ピレン
ゼピン、ソファルコン等の胃腸薬、水虫
治療用抗真菌外用剤のほとんどの成分、
ロペラミドやピロスルファートといった
止瀉薬・便秘薬、外用薬としてのピロキ
シカム、ジクロフェナクナトリウム、抗
アレルギー薬としてのケトチフェン・ク

ロモグリク酸ナトリウム、鎮咳去痰薬と
してのジメモルファン・カルボシステイ
ン等は、リスク区分変更が終了して、第
２類医薬品となっている（表１、 表
２）。

４．当薬局での患者アンケート
　生活習慣病予防につながる薬品のスイ
ッチOTC化は、未病の段階で病気への移
行を防ぎ、医療費の削減にとうたわれて
いる。でも、大丈夫だろうか。
　この発表に先立って、当薬局で患者ア
ンケートを行った。
　①「処方箋がなくても薬局で買える薬
が増えていることを知っていますか？」
との質問に、52％が「知らない」という
回答だった。
　②薬局で買えるのは「よいこと」との
認識は69％で、「よくない」16％、「わか
らない」15％を上回っていた。
　③よいと思うのは、「便利だから」が
ほとんどであった。「医療費の抑制」「自
分の健康は自分で守りたい」という回答
はごく少数だった。
　④よくないと思う理由は、「自分では
判断できない」がほとんどだった。「保
険診療を使うべき」がわずかながらあっ
た。
　⑤買えるようになってほしい薬は、抗
菌薬（内服）、生活習慣病薬（高血圧・
糖尿病・高脂血症）、鎮痛薬、アレルギ
ー薬、PPI、ED治療薬と続いた。
　群を抜いて販売数の多いロキソニン
は、価格設定が低く、処方箋での３割負
担と処方箋料も含めて比較すると、むし
ろ安値で入手できることになる（表
３）。
　国民皆保険制度をもつ日本での受療率
の高さは、2012年１月と新型インフルエ
ンザの流行した2010年１月の当薬局で販
売した医薬品の分類を見ると、風邪薬の
販売数が例年より10％低くなっているこ
とからも明白である（図２）。
　スイッチOTCの価格設定が高く設定さ
れていると、利便性より経済的理由から
受診抑制にはつながらないかもしれな
い。

５．問題点
　①OTC薬に関心を持つ薬剤師が少な
い。医療用医薬品に精通する調剤薬局の
薬剤師と、一般用医薬品に詳しい店舗販
売に従事する薬剤師に二極分化してい
て、互いの交流がみられない。
　②OTC販売をして生計を立てている従
前の薬局薬剤師は、薬剤師会の主要メン
バーであり組織化されていたが、チェー
ン展開するドラッグストアとの価格競争
についていけず、閉店に追い込まれた実
態がある。すでに薬剤師の関わりが希薄
となっている状況の中で、スイッチOTC
を足がかりに規制緩和の方向に押し流さ
れている。
　③医療保険制度の維持・継続のためと
言いながら、対立の構図を作り、制度を
危うくしている。

く言われている。それは在宅医療だけの
ことではなく、OTC医薬品についても、
もっと理解を深め、関わりをもっていか
ないと、医薬品という医療の中で核（コ
ア）を成している分野で、規制緩和の風
穴が空けられるという実態に恐ろしさを
感じているのは、私だけだろうか。

　④消費者は価格や利便性を重視してお
り、薬剤師が関わりを放棄すればセルフ
メディケーション推進の目的は果たせな
い。

さいごに
　医療チームの一員として職能を発揮し
ないと、薬剤師の居場所はないと最近よ

表１　リスク区分変更となったもの

表２　新スキームにより今年度取り上
げられた成分は10成分　

日　時　12月14日（土）・15日（日）
会　場　協会会議室
１日目（14時30分～17時30分）保険診療とは／窓口業務／点数の解説／薬剤
料の計算など。２日目（10時～15時）診療報酬請求の実務、レセプト作成実
習と解説（外来分）
定　員　90人（先着順）
参加費　8000円（テキスト・資料代、２日目の昼食代含む）※「修了証」を発行

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1803まで

初心者のための保険請求事務講習会

2009年12月	 ケトチフェン（ザジテン点鼻）
2011年１月	 ケトチフェン（ザジテンcap）
	 アゼラスチン（アゼプチン）
	 ATP（アデホスコーワ）
	 ケトプロフェン貼付（モーラス）
	 トリアムシノロン（アフタッチ）
	 ラノコナゾール（アスタット）
2011年９月	 トリアムシノロン（ケナログ）
2011年11月	 ケトチフェン（ザジテン点眼）
2011年12月	 アンブロキソール（ムコソルバン）
2012年８月	 フラボキサート（ブラダロン）

コレスチミド（コレバイン等）
アカルボース（グルコバイ等）
オメプラゾール（オメプラール等）
メペンゾラート臭化物（トランコロン等）
ポリカルボフィルカルシウム（ポリフル等）
プロピペリン塩酸塩（バップフォー等）
セルニチンポーレンエス（セルニルトン）
ピランテルパモ酸（コンバントリン）
ヒアルロン酸ナトリウム点眼（ヒアレインミニ）
メナテトレノン（グラケー）

表３　スイッチOTC価格の比較
商品名 薬価での３割負担額 OTC価格

ザジテン〈第２類〉20cap 850円 2000円
アレジオン10㎎〈第１類〉12錠 910円 1980円
ガスター10㎎〈第１類〉12錠 510円 1580円
ブスコパン〈第２類〉20錠 460円 1200円
ロキソニン〈第１類〉12錠 480円 680円
アラセナS〈第２類〉２ｇ 580円 1400円
ラミシール〈第２類〉10ｇ 500円 2200円
ケナログ〈第２類〉５ｇ 480円 900円

ロキソニンの価格設定は他のスイッチOTC薬に比べて
低く、処方されるのとほとんど金額の違いが出ない

図１　2009年６月１日施行の新薬事法

図２　当薬局で販売した医薬品の分類

2012年１月 2010年１月
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シップ
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薬局医薬品
・処方箋医薬品
・処方箋医薬品以外の
　薬局医薬品

第１類 第２類 第３類

一般用医療用

スイッチ
OTC

医療用医薬品から第１類医薬品への
スイッチが注目された

未来への決断！私たちの選択。

映画
渡されたバトン
さよなら原発

池田博穂　監督作品　脚本　ジェームス三木

11月28日（木）、29日（金）神戸市産業振興センター３F
①10：00～（29日のみ）　②14：00～　③18：30～

ほか全国各地で上映中！
当日券1500円のところ、製作協力券（鑑賞券）1000円でご覧いただけます。
ぜひお買い求めください。

ご注文・お問い合わせは、☎078－393－1807まで

～原発の是非をめぐって　　　　　
四半世紀にわたる巻町民のたたかい


